
番号 低価格理由 低　価　格　理　由　の　詳　細　内　容

①
資材費(仮設材含む)の
低減

長年取引先からの購入

② 労務費の低減

③ 機械経費の低減

④ 新材料・新技術

⑤ 作業効率の向上 経験豊富による効率化施工

⑥ 下請業者の協力

⑦ 経費の低減 仮設材の転用による運搬費の低減

⑧ 現場管理費低減 ｽｹｰﾙﾒﾘｯﾄと主要工程の凝縮により経費が低減。

⑨ 安全資機材低減

⑩ 本支店経費の低減 本支店経費の低減

⑪ 利益の低減

⑫ 受注実績の取得

⑬ 売上の確保

⑭ その他

上表の「低価格理由の詳細内容」は、元請負者が入札時の事情聴取で申告した低価格理由を項目毎に分類して例示したものです。

低　価　格　理　由　と　そ　の　詳　細　内　容



比較表－１

記 入 要 領

工 事 名

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

　ＰＣ箱桁橋工 式 1 1,251,323,996 1 962,471,000 76.9% 1 891,995,566 1 1,254,632,825 71.1%

　　架設支保工（固定） 式 1 297,309,796 1 308,336,000 103.7% 1 228,981,900 1 297,309,796 77.0%

　　支承工 式 1 146,861,600 1 121,597,000 82.8% 1 122,074,484 1 146,861,600 83.1%

　　ＰＣ箱桁製作工 式 1 798,122,700 1 524,897,000 65.8% 1 534,628,292 1 801,357,340 66.7%

　　落橋防止装置工 式 1 9,029,900 1 7,641,000 84.6% 1 6,310,890 1 8,636,300 73.1%

　　変位制限壁工 式 1 345,517 1 467,789 73.9%

　橋梁付属物工 式 1 48,121,203 1 45,104,000 93.7% 1 58,736,654 1 61,903,343 94.9%

　　排水装置工 式 1 18,912,610 1 15,297,000 80.9% 1 15,342,462 1 20,109,170 76.3%

　　地覆・壁高欄工 式 1 28,218,213 1 28,026,000 99.3% 1 29,142,214 1 28,770,899 101.3%

　　検査孔蓋工 式 1 842,380 1 1,626,000 193.0% 1 1,395,394 1 1,412,600 98.8%

　　銘板工 式 1 148,000 1 155,000 104.7% 1 172,800 1 296,000 58.4%

　　検査路工 式 1 297,000 1 449,100 66.1%

　　橋梁用防護柵工 式 1 1,065,151 1 928,600 114.7%

　　電気・通信管路工 式 1 3,782,050 1 3,492,606 108.3%

　　情報管路工 式 1 6,400,000 1 6,444,368 99.3%

　仮設工 式 1 794,065 1 794,170 100.0%

　　作業ヤード整備工 式 1 794,065 1 794,170 100.0%

直接工事費 式 1 1,299,445,199 1 1,007,575,000 77.5% 1 950,732,220 1 1,317,330,338 72.2%

共通仮設費 式 1 97,779,748 1 86,137,000 88.1% 1 65,018,000 1 103,735,328 62.7%

　共通仮設費 式 1 97,779,748 1 86,137,000 88.1% 1 65,018,000 1 103,735,328 62.7%

純工事費 式 1 1,397,224,947 1 1,093,712,000 78.3% 1 1,015,750,220 1 1,421,065,666 71.5%

　現場管理費 式 1 251,500,000 1 167,348,000 66.5% 1 173,886,000 1 255,791,000 65.1%

工事原価 式 1 1,648,724,947 1 1,261,060,000 76.5% 1 1,189,636,220 1 1,676,856,666 70.5%

　一般管理費等 式 1 130,075,053 1 55,940,000 43.0% 1 149,363,780 1 131,963,334 118.8%

工事価格 式 1 1,778,800,000 1 1,317,000,000 74.0% 1 1,339,000,000 1 1,808,820,000 74.0%

官積算（予定価格）
※ 元請（当初予定） 元請（完成時実績） 官積算（最終）

※

積 算 内 訳 書 の 比 較 表
1) 見積り等積算根拠を示すものがあれば添付する。
2) 数量総括表に対応する内訳書にして下さい。
3) 入札時の元請(当初予定)欄は、入札時に事情聴取した結果と照合確認して下さい。
4) 工事完成時の元請（完成時実績）、官積算（最終）欄は、それぞれ調査票の直接工事費、共通仮設費、現場管理費、一般管理費等および工事価格と合致するか確認
して下さい。
5) ※印の官積算欄(予定価格および最終共)は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。

平成１８年度　東海環状　美濃関ＪＣＴ高架橋ＰＣ上部工事

工事区分・工種・
種別

単位

入 札 時 工 事 完 成 時

備 考元請/
官積
（％）

元請/
官積
（％）



比較表－２

記 入 要 領

工 事 名

数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額

　ＰＣ箱桁橋工 式 1 1,251,323,996 1 962,471,000 1 891,995,566 1 1,254,632,825

　　架設支保工（固定） 式 1 297,309,796 1 308,336,000 1 228,981,900 1 297,309,796

　　　支柱受台工 ｍ 1,682 2,648 4,453,936 1,682 1,200 2,018,400 1,682 1,200 2,018,400 1,682 2,648 4,453,936

　　　支保 空ｍ3 116,490 2,514 292,855,860 116,490 749 87,251,010 116,490 650 75,718,500 116,490 2,514 292,855,860

　　　支保工材損料 式 1 219,010,000 1 151,245,000

　　　調整費 式 1 56,590

　　支承工 式 1 146,861,600 1 121,597,000 1 122,074,484 1 146,861,600

　　　支承（荷重支持部）設置 個 38 43,480 1,652,240 38 30,800 1,170,400 38 29,000 1,102,000 38 43,480 1,652,240

　　　支承(ﾊﾞｯﾌｧｰ)W＜4.0t 個 6 72,460 434,760 6 49,900 299,400 6 45,000 270,000 6 72,460 434,760

　　　支承(ﾊﾞｯﾌｧｰ)4.0t≦W 個 18 109,577 1,972,386 18 68,300 1,229,400 18 62,000 1,116,000 18 109,577 1,972,386

　　　機能分離型支承材料費 式 1 114,919,000 1 114,636,484

　　　無収縮ﾓﾙﾀﾙ ｍ3 17.0 228,800 3,889,600 17.0 234,000 3,978,000 22.0 225,000 4,950,000 17.0 228,800 3,889,600

　　　調整費 式 1 800

　　PC箱桁製作工 式 1 798,122,700 1 524,897,000 1 534,628,292 1 801,357,340

　　　鉄筋 ｔ 1,188.59 198,100 235,459,679 1,188.59 129,600 154,041,264 1,205.22 136,600 164,633,052 1,188.68 198,100 235,477,508

　　　コンクリート ｍ3 7,233 60,400 436,873,200 7,233 37,550 271,599,150 7,137 37,350 266,566,950 7,233 60,400 436,873,200

　　　勾配コンクリート ｍ3 46 16,630 764,980 46 14,620 672,520 50 14,420 721,000 44 16,630 731,720

　　　ＰＣケーブル ｍ 10,069 7,770 78,236,130 10,069 6,190 62,327,110 10,824 5,900 63,861,600 10,069 7,770 78,236,130

　　　ＰＣ緊張（両締め） ｹｰﾌﾞﾙ 48 104,800 5,030,400 48 31,650 1,519,200 48 31,650 1,519,200 48 104,800 5,030,400

　　　ＰＣ緊張（片締め） ｹｰﾌﾞﾙ 204 65,760 13,415,040 204 24,340 4,965,360 204 24,340 4,965,360 204 65,760 13,415,040

　　　ＰＣ定着装置 組 108 20,590 2,223,720 108 19,700 2,127,600

　　　ＰＣ定着装置（接続用） 組 192 28,590 5,489,280 192 27,395 5,259,840

　　　ＰＣ定着装置（固定用） 組 12 27,220 326,640 12 26,500 318,000

　　　ＰＣ継手設置 組 192 74,480 14,300,160 192 49,390 9,482,880 192 48,350 9,283,200 192 74,480 14,300,160

　　　横締めケーブル ｍ 2,573 3,207 8,251,611 2,573 2,930 7,538,890 3,176 3,020 9,591,520 3,176 3,207 10,185,432

　　　横締め緊張 ｹｰﾌﾞﾙ 198 29,250 5,791,500 198 23,790 4,710,420 243 23,790 5,780,970 243 29,250 7,107,750

　　　調整費 式 1 566

工事区分・工種・
種別・細別

内 訳 書 に 対 す る 明 細 書 の 比 較 表
1) 本様式は、比較表-1に対する明細を記入することとする。さらにその明細が必要な場合は、本様式を使用しその詳細が明確になるようにする。
2) ※印の官積算欄(予定価格および最終共)は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。

平成１８年度　東海環状　美濃関ＪＣＴ高架橋ＰＣ上部工事

単
位

入 札 時 工 事 完 成 時

備 考官積算（予定価格）※ 元請（当初予定） 元請（完成時実績） 官積算（最終）※



比較表－２

記 入 要 領

工 事 名

数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額

　　落橋防止装置工 式 1 9,029,900 1 7,641,000 1 6,310,890 1 8,636,300

　　　落橋防止装置(A) 箇所 8 514,900 4,119,200 8 477,200 3,817,600 8 309,200 2,473,600 8 465,700 3,725,600

　　　落橋防止装置(B) 箇所 4 6,725 26,900 4 7,600 30,400 4 7,600 30,400 4 6,725 26,900

　　　落橋防止装置(C) 箇所 4 6,725 26,900 4 7,600 30,400 4 7,600 30,400 4 6,725 26,900

　　　落橋防止装置(D) 箇所 4 6,725 26,900 4 7,600 30,400 4 7,600 30,400 4 6,725 26,900

　　　変位制限装置(A) 個 2 1,140,000 2,280,000 2 884,000 1,768,000 2 887,500 1,775,000 2 1,140,000 2,280,000

　　　変位制限装置(B) 個 2 1,275,000 2,550,000 2 982,000 1,964,000 2 985,545 1,971,090 2 1,275,000 2,550,000

　　　調整費 式 1 200

　　変位制限壁工 式 1 345,517 1 467,789

　　　コンクリート ｍ3 2.6 16,480 42,848 3.0 16,440 49,320

　　　型枠 ｍ2 13.1 6,274 82,189 13.0 6,153 79,989

　　　緩衝材 1600*200*50 組 4 33,920 135,680 4 52,210 208,840

　　　緩衝材 950*200*50 組 4 21,200 84,800 4 32,410 129,640

　橋梁付属物工 式 1 48,121,203 1 45,104,000 1 58,736,654 1 61,903,343

　　排水装置工 式 1 18,912,610 1 15,297,000 1 15,342,462 1 20,109,170

　　　排水桝設置 個 10 75,680 756,800 10 7,780 77,800 10 7,780 77,800 10 75,680 756,800

　　　排水桝・排水管 式 1.0 8,023,000 1.0 7,500,000

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ設置ｾﾗﾐｯｸ 箇所 298 1,421 423,458 298 1,421 423,458

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ設置SUS 箇所 238 1,663 395,794 238 1,663 395,794

　　　ｽﾗﾌﾞﾄﾞﾚｰﾝ･ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭ 個 4 9,665 38,660 2 16,580 33,160 43 14,000 602,000 75 12,060 904,470

　　　鋼製排水溝設置60kg以 ｍ 100 5,730 573,000 100 5,730 573,000

　　　鋼製排水溝設置100kg以 ｍ 187 60,310 11,277,970 87 7,910 688,170 87 7,910 688,170 187 60,310 11,277,970

　　　鋼製排水溝流末管設置 個 8 20,160 161,280 8 7,780 62,240 8 7,780 62,240 8 20,160 161,280

　　　鋼製排水溝・流末管材料 式 1 6,677,900 1 5,020,000 1 5,020,000 1 7,008,650

　　　調整費 式 1 378

内 訳 書 に 対 す る 明 細 書 の 比 較 表
1) 本様式は、比較表-1に対する明細を記入することとする。さらにその明細が必要な場合は、本様式を使用しその詳細が明確になるようにする。
2) ※印の官積算欄(予定価格および最終共)は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。

平成１８年度　東海環状　美濃関ＪＣＴ高架橋ＰＣ上部工事

工事区分・工種・
種別・細別

単
位

入 札 時 工 事 完 成 時

備 考官積算（予定価格）※ 元請（当初予定） 元請（完成時実績） 官積算（最終）※



比較表－２

記 入 要 領

工 事 名

数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額

　　地覆・壁高欄工 式 1 28,218,213 1 28,026,000 1 29,142,214 1 28,770,899

　　　コンクリート ｍ3 395 16,490 6,513,550 395 16,690 6,592,550 431 16,690 7,193,390 393 16,490 6,480,570

　　　型枠 ｍ2 2,150 6,274 13,489,100 2,150 6,130 13,179,500 2,142 6,130 13,130,460 2,150 6,274 13,489,100

　　　鉄筋 ｔ 56.81 106,700 6,061,627 56.81 109,400 6,215,014 56.81 116,400 6,612,684 57.09 106,700 6,091,503

　　　目地材 ｍ2 24 1,464 35,136 24 1,460 35,040 24 1,460 35,040 24 1,464 35,136

　　　遮音壁ｱﾝｶｰ 箇所 140 9,425 1,319,500 140 8,610 1,205,400 164 7,710 1,264,440 164 9,425 1,545,700

　　　門型標識受台 箇所 2 184,200 368,400 2 184,300 368,600 2 172,500 345,000 2 184,200 368,400

　　　ノーズ(1) 箇所 1 330,200 330,200 1 328,200 328,200 1 328,200 328,200 1 330,200 330,200

　　　ノーズ(2) 箇所 1 100,700 100,700 1 101,000 101,000 1 101,000 101,000 1 95,770 95,770

　　　速度規制基礎 箇所 0 1 13,300 13,300 1 105,600 105,600

　　　道路照明受台 箇所 0 7 15,300 107,100 7 30,960 216,720

　　　分岐点用点滅灯基礎 箇所 0 1 11,600 11,600 1 12,200 12,200

　　　調整費 式 1 696

　　検査孔蓋工 式 1 842,380 1 1,626,000 1 1,395,394 1 1,412,600

　　　検査孔蓋 箇所 14 60,170 842,380 14 116,100 1,625,400 14 99,671 1,395,394 14 100,900 1,412,600

　　　調整費 式 1 600

　　銘板工 式 1 148,000 1 155,000 1 172,800 1 296,000

　　　銘板 500*500*13 枚 1 148,000 148,000 1 155,000 155,000 2 86,400 172,800 2 148,000 296,000

　　検査路工 式 1 297,000 1 449,100

　　　検査路 箇所 6 49,500 297,000 6 74,850 449,100

　　橋梁用防護柵工 式 1 1,065,151 1 928,600

　　　転落防止網 ｍ2 105.2 9,506 1,000,031 60.0 14,490 869,400

　　　締切用アンカー 箇所 4 8,800 35,200 4 14,800 59,200
　　　ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置M 本 32 935 29,920

元請（完成時実績） 官積算（最終）
※

内 訳 書 に 対 す る 明 細 書 の 比 較 表
1) 本様式は、比較表-1に対する明細を記入することとする。さらにその明細が必要な場合は、本様式を使用しその詳細が明確になるようにする。
2) ※印の官積算欄(予定価格および最終共)は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。

平成１８年度　東海環状　美濃関ＪＣＴ高架橋ＰＣ上部工事

工事区分・工種・
種別・細別

単
位

入 札 時 工 事 完 成 時

備 考官積算（予定価格）
※ 元請（当初予定）



比較表－２

記 入 要 領

工 事 名

数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額

　　変位制限壁工 式 1 345,517 1 467,789

　　　コンクリート ｍ3 2.6 16,480 42,848 2.6 16,440 42,744

　　　型枠 ｍ2 13.1 6,274 82,189 13.1 6,153 80,604

　　　緩衝材 1600*200*50 組 4 33,920 135,680 4 52,210 208,840

　　　緩衝材 950*200*50 組 4 21,200 84,800 4 32,410 129,640

　　電気・通信管路工 式 1 3,782,050 1 3,492,606

　　　硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管VE54 ｍ 617 1,750 1,079,750 617 1,920 1,184,640

　　　配管　VE28 ｍ 19 800 15,200 19 861 16,357

　　　配管　鋼管　S50 ｍ 276 4,300 1,186,800 276 3,278 904,728

　　　配管　鋼管　S25 ｍ 34 2,100 71,400 34 1,664 56,576

　　　変換継手 箇所 5 4,500 22,500 5 570 2,850

　　　伸縮継手 ExφSS1 箇所 7 35,000 245,000 7 83,460 584,220

　　　ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ HH-FE1 箇所 13 61,500 799,500 13 39,380 511,940

　　　ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ HH-F3 箇所 1 90,000 90,000 1 65,670 65,670

　　　ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ HH-F4 箇所 3 81,700 245,100 3 51,440 154,320

　　　ﾎﾞﾝﾄﾞ　伸縮継手部 箇所 2 1,800 3,600 2 2,128 4,256

　　　ﾎﾞﾝﾄﾞ　ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ部 HH- 箇所 1 5,800 5,800 1 1,862 1,862

　　　ﾎﾞﾝﾄﾞ　ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ部 HH- 箇所 3 5,800 17,400 3 1,729 5,187

官積算（予定価格）
※ 元請（当初予定） 元請（完成時実績） 官積算（最終）

※

内 訳 書 に 対 す る 明 細 書 の 比 較 表
1) 本様式は、比較表-1に対する明細を記入することとする。さらにその明細が必要な場合は、本様式を使用しその詳細が明確になるようにする。
2) ※印の官積算欄(予定価格および最終共)は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。

平成１８年度　東海環状　美濃関ＪＣＴ高架橋ＰＣ上部工事

工事区分・工種・
種別・細別

単
位

入 札 時 工 事 完 成 時

備 考



比較表－２

記 入 要 領

工 事 名

数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額

　　情報管路工 式 1 6,400,000 1 6,444,368

　　　情報管 SGP250A ｍ 22.0 29,500 649,000 22.0 19,980 439,560

　　　情報管 FEPφ50*6条 ｍ 284.0 6,300 1,789,200 284.0 2,198 624,232

　　　特殊伸縮可とう管　A 基 1 880,000 880,000 1 1,027,000 1,027,000

　　　特殊伸縮可とう管　C 基 1 950,000 950,000 1 1,158,000 1,158,000

　　　伸縮可とう管継手 個 3 28,000 84,000 3 26,300 78,900

　　　メカニカル継手 個 5 22,000 110,000 5 19,700 98,500

　　　一般支持金具　A 組 1 52,500 52,500 1 92,550 92,550

　　　一般支持金具　B 組 4 61,500 246,000 4 80,380 321,520

　　　固定支持金具　C 組 4 61,500 246,000 4 98,990 395,960

　　　鉛直支持金具　E 組 2 62,000 124,000 2 63,400 126,800

　　　鉛直支持金具　B 組 2 62,500 125,000 2 63,400 126,800

　　　プルボックス1600*700*7 箇所 1 517,000 517,000 1 815,000 815,000

　　　管路保護足場 基 6 27,500 165,000 6 52,650 315,900

　　　管路保護足場 基 6 11,500 69,000 6 52,650 315,900

　　　サヤ管取付金具 組 127 2,900 368,300 127 3,998 507,746

　　　プルボックス設置 個 1 25,000 25,000

　仮設工 式 1 794,065 1 794,170

　　作業ヤード整備工 式 1 794,065 1 794,170

　　　敷鉄板設置・撤去 ｍ2 410 182 74,620 410 1,937 794,170

　　　敷鉄板損料1524*3048* 枚 5 8,095 40,475

　　　敷鉄板損料1524*6096* 枚 43 15,790 678,970

内 訳 書 に 対 す る 明 細 書 の 比 較 表
1) 本様式は、比較表-1に対する明細を記入することとする。さらにその明細が必要な場合は、本様式を使用しその詳細が明確になるようにする。
2) ※印の官積算欄(予定価格および最終共)は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。
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工事区分・工種・
種別・細別

単
位

入 札 時 工 事 完 成 時

備 考官積算（予定価格）
※ 元請（当初予定） 元請（完成時実績） 官積算（最終）

※



比較表－２

記 入 要 領

工 事 名

数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額

　共通仮設費 式 1 97,779,748 1 86,137,000 1 65,018,000 1 103,735,328

　　　仮設材運搬費 式 1 863,328 1 955,000 1 955,000 1 1,336,668

　　　交通誘導員 式 1 292,400 1 292,000 1 3,944,000 1 2,351,240

　　　品質証明費 式 1 240,600 1 240,000 1 767,000 1 240,600

　　　道路台帳作成費 式 1 37,630 1 51,000 1 35,000 1 37,630

　　　コンクリートの品質保証 式 1 60,840 1 60,000 1 162,000 1 60,840

　　　構造物非破壊試験費 式 1 1,603,200 1 1,270,000 1 550,000 1 1,603,200

　　　新技術活用・歩掛等の作 式 1 10,750 1 312,000 1 105,000 1 10,750

　　　イメージアップ費用 式 1 3,450,000 1 3,450,000 1 3,556,000 1 3,450,000

　　　運搬費 式 1 39,886,000 1 20,893,000

　　　安全費（施設・損料） 式 1 1,000,000 1 1,914,000

　　　安全委員会等 式 1 90,000 1 135,000

　　　役務費 式 1 5,005,000 1 7,635,000

　　　品質管理試験費 式 1 1,115,000 1 1,730,000

　　　測量、図面作成、写真管 式 1 2,000,000 1 1,992,000

　　　橋梁竣工図書等費用 式 1 1,000,000 1 500,000

　　　現場事務所 式 1 10,516,000 1 9,510,000

　　　倉庫・材料保管庫 式 1 3,300,000 1 1,623,000

　　　営繕に係る土地・建物の 式 1 5,280,000 1 1,936,000

率計上分（小計） 式 1 91,221,000 1 10,315,000 1 7,076,000 1 94,644,400

元請（完成時実績） 官積算（最終）
※

内 訳 書 に 対 す る 明 細 書 の 比 較 表
1) 本様式は、比較表-1に対する明細を記入することとする。さらにその明細が必要な場合は、本様式を使用しその詳細が明確になるようにする。
2) ※印の官積算欄(予定価格および最終共)は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。
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工事区分・工種・
種別・細別

単
位

入 札 時 工 事 完 成 時

備 考官積算（予定価格）
※ 元請（当初予定）



比較表－２

記 入 要 領

工 事 名

数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額

　現場管理費 式 1 251,500,000 1 167,348,000 1 173,886,000 1 255,791,000

　　　租税公課 式 1 360,000 1 492,000

　　　保険料 式 1 1,000,000 1 3,464,000

　　　社員等給与手当 式 1 38,034,000 1 46,252,000

　　　退職金 式 1 1,939,000 1 1,629,000

　　　法定福利費 式 1 18,046,000 1 27,313,000

　　　福利厚生費 式 1 1,400,000 1 2,394,000

　　　事務用品費 式 1 2,540,000 1 3,897,000

　　　補償費 式 1 1,000,000 1 155,000

　　　通信交通費 式 1 11,633,000 1 5,823,000

　　　交際費 式 1 1,317,000 1 544,000

　　　外注経費 式 1 82,120,000 1 74,858,000

　　　その他（登録費用・雑費 式 1 7,959,000 1 7,065,000

　一般管理費等 式 1 130,075,053 1 55,940,000 1 149,364,000 1 131,963,334

　　　履行保証料 式 1 3,000,000 1 2,958,000

　　　一般管理費 式 1 52,940,000 1 53,560,000

　　　工事総利益 式 1 0 1 92,846,000

官積算（予定価格）
※ 元請（当初予定） 元請（完成時実績） 官積算（最終）

※

内 訳 書 に 対 す る 明 細 書 の 比 較 表
1) 本様式は、比較表-1に対する明細を記入することとする。さらにその明細が必要な場合は、本様式を使用しその詳細が明確になるようにする。
2) ※印の官積算欄(予定価格および最終共)は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。
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工事区分・工種・
種別・細別

単
位

入 札 時 工 事 完 成 時

備 考



比較表－３

当該工事において使用した手持ち資材はありません。

入札時（当初の予定）

単価

手 持 ち 資 材 の 比 較 表 （主 要 資 材）

本工事での
使用予定量

単価
本工事での

使用量

規格・型式 単位

工事完成時（実績）

品　名 不足数量の
手当方法

手持ち
数量

使用工種等

工 事 名

記 入 要 領

1) 手持ち資材の状況については、主に当該工事で使用予定の資材を記入する。
2) 官積算が市場単価の場合、備考欄に市場単価を記入して下さい。
3) 実績と官積は、同じ単位による単価としてください。単位が一致しない場合はそれぞれの単位を明記してください。
4) 入札時の欄は、入札時に事情聴取した結果と照合確認してください。完成時及び官単価欄は、主要資材相当品のみを記入する。
5) ※印の官単価欄は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。
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官単価
※

（最終）
備　考手持ち

数量
不足数量の
手当方法



比較表－４

記 入 要 領

工 事 名

業者名 所在地
入札者との

関係
業者名 所在地

入札者との
関係

生コンクリート 36-8-25H ｍ3 7,233 14,250 太平洋セメント販売㈱ 名古屋市中区錦１－２－１１ 永年取引先業者 7,136 14,050 太平洋セメント販売㈱ 名古屋市中区錦１－２－１１ 永年取引先業者 15,200

生コンクリート 24-8-25BB ｍ3 411 13,100 太平洋セメント販売㈱ 名古屋市中区錦１－２－１１ 永年取引先業者 432 13,200 太平洋セメント販売㈱ 名古屋市中区錦１－２－１１ 永年取引先業者 12,900

生コンクリート 18-8-25BB ｍ3 49 10,600 太平洋セメント販売㈱ 名古屋市中区錦１－２－１１ 永年取引先業者 53 10,400 太平洋セメント販売㈱ 名古屋市中区錦１－２－１１ 永年取引先業者 12,600

鉄筋 SD295A D13 ｔ 315.8 63,000 ﾄﾋﾟｰ実業㈱ 名古屋市中村区名駅5-16-17 永年取引先業者 327.5 73,000 ﾄﾋﾟｰ実業 名古屋市中村区名駅5-16-17 永年取引先業者 59,500

鉄筋 SD295A D16 ｔ 61,000 ﾄﾋﾟｰ実業㈱ 名古屋市中村区名駅5-16-17 永年取引先業者 71,000 ﾄﾋﾟｰ実業 名古屋市中村区名駅5-16-17 永年取引先業者 58,000

鉄筋 SD345D19～25 ｔ 62,000 ﾄﾋﾟｰ実業㈱ 名古屋市中村区名駅5-16-17 永年取引先業者 72,000 ﾄﾋﾟｰ実業 名古屋市中村区名駅5-16-17 永年取引先業者 58,500

鉄筋 SD345D29～32 ｔ 1.7 63,000 ﾄﾋﾟｰ実業㈱ 名古屋市中村区名駅5-16-17 永年取引先業者 2.0 73,000 ﾄﾋﾟｰ実業 名古屋市中村区名駅5-16-17 永年取引先業者 59,500

ゴム支承（荷重支持部） φ580＊79.5 組 5 633,159 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 5 630,648 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 812,000

ゴム支承（荷重支持部） φ760＊98.5 組 6 1,079,605 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 6 1,075,322 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1,380,000

ゴム支承（荷重支持部） φ840＊106.5 組 5 1,366,096 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 5 1,360,676 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1,750,000

ゴム支承（荷重支持部） φ615＊83.5 組 2 688,298 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 2 685,567 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 883,000

ゴム支承（荷重支持部） φ840＊106.5 組 2 1,326,617 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 2 1,321,354 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1,700,000

ゴム支承（荷重支持部） φ715＊94.5 組 3 927,450 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 3 923,771 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1,190,000

ゴム支承（荷重支持部） φ760＊98.5 組 9 1,065,265 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 9 1,061,039 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1,360,000

ゴム支承（荷重支持部） φ805＊102.5 組 3 1,196,121 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 3 1,191,376 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1,530,000

ゴム支承（荷重支持部） φ580＊79.5 組 3 612,880 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 3 610,449 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 786,000

ゴム支承（バッファー部） 1020*1020*193.5 組 1 2,231,808 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1 2,222,954 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 2,860,000

単価
購 入 先 名購 入 先 名

数量
工種種別 品名規格 単位

入札時（当初の予定） 工事完成時（実績）

資 材 購 入 先 一 覧 （主 要 資 材）の 比 較 表

※

官単価
（最終）

備考
数量 単価

929.1 933.8

1) 「入札者との関係」欄は、購入先予定業者との関係を記入。(例)協力会社、同族会社、資本提携会社等
2) 官積算が市場単価の場合、備考欄に市場単価を記入してください。
3) 総額で値引きし、個々の品目の値引き単価が特定できない場合、実績単価欄は契約単価を記入し、総額値引き率を備考欄に記入する。
4) 実績と官積は、同じ単位による単価としてください。単位が一致しない場合はそれぞれの単位を明記してください。
5) 入札時の欄は、入札時に事情聴取した結果と照合確認してください。完成時及び官単価の欄は、主要資材(購入価格が工事費の約0.3%以上の資材)
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比較表－４

記 入 要 領

工 事 名

業者名 所在地
入札者との

関係
業者名 所在地

入札者との
関係

ゴム支承（バッファー部） 1520*1570*203 組 1 6,618,265 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1 6,592,009 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 7,160,000

ゴム支承（バッファー部） 1020*1020*193.5 組 4 3,540,065 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 4 3,526,021 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 4,540,000

ゴム支承（バッファー部） 1020*1020*193.5 組 2 4,033,669 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 2 4,017,667 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 5,170,000

ゴム支承（バッファー部） 1020*1020*193.5 組 2 1,675,206 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 2 1,667,560 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 2,140,000

ゴム支承（バッファー部） 1020*1020*193.5 組 1 2,425,481 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1 2,415,859 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 849,000

ゴム支承（バッファー部） 1020*1020*193.5 組 1 5,580,299 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1 5,558,161 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 3,110,000

ゴム支承（バッファー部） 1020*1020*193.5 組 8 3,054,981 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 8 3,042,861 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 3,820,000

ゴム支承（バッファー部） 1020*1020*193.5 組 2 3,335,832 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 2 3,322,598 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 4,280,000

ゴム支承（バッファー部） φ760＊98.5 組 2 1,536,310 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 2 1,530,215 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1,970,000

変位制限構造 P1L 組 2 838,713 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 2 835,385 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1,070,000

変位制限構造 P1R 組 2 937,050 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 2 933,332 ㈱ゴウダ 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1,200,000

PC鋼より線 12S15.2 ｋｇ 133,032 203 極東鋼弦ｺﾝｸﾘｰﾄ振興㈱ 東京都千代田区丸の内1-4-2 永年取引先業者 143,065 193 ㈱ﾒﾀﾙﾜﾝ鉄鋼製品販売 大阪市西区立売掘4-6-9 永年取引先業者 224

PC鋼より線 １S28.6 組 13,412 575 ㈱ｼｰｼｰｴﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ 東京都品川区北品川5-9-12 永年取引先業者 14,522 475 ㈱ﾒﾀﾙﾜﾝ鉄鋼製品販売 大阪市西区立売掘4-6-9 永年取引先業者 262

定着具（縦） 12T15M319 組 120 28,590 極東鋼弦ｺﾝｸﾘｰﾄ振興㈱ 東京都千代田区丸の内1-4-2 永年取引先業者 120 27,395 極東鋼弦ｺﾝｸﾘｰﾄ振興㈱ 東京都千代田区丸の内1-4-2 永年取引先業者 259,000

定着具（縦接続具） C12V15TG 組 192 45,190 極東鋼弦ｺﾝｸﾘｰﾄ振興㈱ 東京都千代田区丸の内1-4-2 永年取引先業者 192 44,165 極東鋼弦ｺﾝｸﾘｰﾄ振興㈱ 東京都千代田区丸の内1-4-2 永年取引先業者 66,600

定着具（横） １S28.6 組 486 10,360 ㈱ｼｰｼｰｴﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ 東京都品川区北品川5-9-12 永年取引先業者 486 9,600 ㈱ﾒﾀﾙﾜﾝ鉄鋼製品販売 大阪市西区立売掘4-6-9 永年取引先業者 9,460

落橋防止装置工(A) F230TD,L=5953 組 8 436,035 川口金属工業㈱ 名古屋市中村区名駅5-31-10 永年取引先業者 478,700

落橋防止装置工(A) KT230,L=5953 組 8 295,700 ㈱エスイー 名古屋市中村区名駅5-31-11 永年取引先業者 425,900

資 材 購 入 先 一 覧 （主 要 資 材）の 比 較 表

※

官単価
（最終）

備考
数量 単価

1) 「入札者との関係」欄は、購入先予定業者との関係を記入。(例)協力会社、同族会社、資本提携会社等
2) 官積算が市場単価の場合、備考欄に市場単価を記入してください。
3) 総額で値引きし、個々の品目の値引き単価が特定できない場合、実績単価欄は契約単価を記入し、総額値引き率を備考欄に記入する。
4) 実績と官積は、同じ単位による単価としてください。単位が一致しない場合はそれぞれの単位を明記してください。
5) 入札時の欄は、入札時に事情聴取した結果と照合確認してください。完成時及び官単価の欄は、主要資材
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単価
購 入 先 名購 入 先 名

数量
工種種別 品名規格 単位

入札時（当初の予定） 工事完成時（実績）



比較表－４

記 入 要 領

工 事 名

業者名 所在地
入札者との

関係
業者名 所在地

入札者との
関係

落橋防止装置工 ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄｼｰｽ 組 12 4,920 ㈱エスイー 名古屋市中村区名駅5-31-10 永年取引先業者 12 3,200 ㈱エスイー 名古屋市中村区名駅5-31-10 永年取引先業者 3,123

地覆壁高欄工 門型標識受け台ｱﾝｶｰ 組 2 72,900 ﾌｸﾀﾞ機工㈱ 大阪市西区新町1-2-13 永年取引先業者 2 62,000 共立機鋼㈱ 大阪市西区九条1-29-11 永年取引先業者 72,510

地覆壁高欄工 遮音壁ｱﾝｶｰ 組 140 6,660 ﾌｸﾀﾞ機工㈱ 大阪市西区新町1-2-13 永年取引先業者 164 5,760 共立機鋼㈱ 大阪市西区九条1-29-11 永年取引先業者 8,740

検査孔蓋工 840*840 組 14 95,000 ㈱ノナガセ 大阪市北区芝田2-8-11 東友会会員 14 78,571 共立機鋼㈱ 大阪市西区九条1-29-11 永年取引先業者 72,210

排水装置工 排水桝FRP製 組 10 70,500 ﾌｸﾀﾞ機工㈱ 大阪市西区新町1-2-13 永年取引先業者 10 56,887 ㈱大城 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 67,900

排水装置工 スラブドレーン 個 2 13,520 ﾌｸﾀﾞ機工㈱ 大阪市西区新町1-2-13 永年取引先業者 43 13,000 ㈱大城 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 20,980

排水装置工 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞ ｍ 2 1,560 ﾌｸﾀﾞ機工㈱ 大阪市西区新町1-2-13 永年取引先業者 32 1,275 ㈱大城 神戸市北区御幸通7-1-15 永年取引先業者 1,430

排水装置工 鋼製排水溝 ｍ 187 26,387 ㈱ヒロセ 広島市南区西荒神町1-8 永年取引先業者 187 26,387 ㈱ヒロセ 広島市南区西荒神町1-8 永年取引先業者 50,800

排水装置工 鋼製排水流末管 組 8 10,713 ㈱ヒロセ 広島市南区西荒神町1-8 永年取引先業者 8 10,713 ㈱ヒロセ 広島市南区西荒神町1-8 永年取引先業者 17,500

単価
購 入 先 名購 入 先 名

数量
工種種別 品名規格 単位

入札時（当初の予定） 工事完成時（実績）

資 材 購 入 先 一 覧 （主 要 資 材）の 比 較 表

※

官単価
（最終）

備考
数量 単価

1) 「入札者との関係」欄は、購入先予定業者との関係を記入。(例)協力会社、同族会社、資本提携会社等
2) 官積算が市場単価の場合、備考欄に市場単価を記入してください。
3) 総額で値引きし、個々の品目の値引き単価が特定できない場合、実績単価欄は契約単価を記入し、総額値引き率を備考欄に記入する。
4) 実績と官積は、同じ単位による単価としてください。単位が一致しない場合はそれぞれの単位を明記してください。
5) 入札時の欄は、入札時に事情聴取した結果と照合確認してください。完成時及び官単価の欄は、主要資材
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比較表－５

記 入 要 領

工 事 名

数　量 単　価 メーカ名 現在の利用状況 数　量 単　価 メーカ名

グラウトポンプ ｸﾞﾗｳﾄﾎﾟﾝﾌﾟOKG-35型 台 1 1,600 岡三機工㈱ 甲田機材ｾﾝﾀｰ保管中 1 1,600 岡三機工㈱ -

グラウトミキサー ｸﾞﾗｳﾄﾐｷｻｰ丸型 台 1 590 日本産業機械㈱ 甲田機材ｾﾝﾀｰ保管中 1 590 日本産業機械㈱ -

グラウト流量計 ｸﾞﾗｳﾄ流量計PFC-10 台 1 800 鉱研工業㈱ 甲田機材ｾﾝﾀｰ保管中 1 800 鉱研工業㈱ -
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官単価
※

（最終）

手 持 ち 機 械 の 比 較 表 （主 要 機 械）

機械名称 規格・型式・能力・年式 単位
入札時（当初の予定） 工事完成時（実績）

備　考

1) 本様式には、主に当該工事に使用する予定の手持ち機械の状況を記入して下さい。
2) 実績と官積は、同じ単位による単価としてください。単位が一致しない場合はそれぞれの単位を明記してください。
3) 入札時の欄は、入札時に事情聴取した結果と照合確認してください。完成時及び官単価の欄は、主要機械相当品(各機械経費が工事費
の約

0.3%以上の機器)のみでよい。



比較表－６

記 入 要 領

工 事 名

世話役 23,600 464 23,600 426 23,600

ＰＣ工 21,000 6,792 21,000 4,676 21,000

鉄筋工 16,600 3,328 16,600 2,218 16,600

とび工 16,500 2,340 16,500 1,440 16,500

型枠工 19,300 2,496 19,300 1,692 19,300

世話役 23,600 17 協力会社 23,600 24 協力会社 23,600

普通作業員 14,200 67 フクダ機工（株） 14,200 31 （株）大城 14,200

世話役 - - - 23,600 18 協力会社 23,600

配管工 - - - 14,200 38 （株）ライフク 14,200

世話役 - - - 23,600 １１ 協力会社 23,600

電工 - - - 14,200 １１ 朝日エレクト（株） 16,300
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単価 員数 単価 員数

労 務 者 の 確 保 計 画 の 比 較 表

 下請け会社との関係
 下請け会社名等

 下請け会社との関係
 下請け会社名等

※

官単価
(最終)

工　種 職　種

入札時（当初の予定） 工事完成時（実績）

備　考

1) 下請け労務者と自社労務者を下記のように区分して下さい。
　　・下請け労務者は(　)なしで記入する。
　　・自社労務者は(　)内に記入する。
2) 下請け会社との関係も明記する。
3) 労務単価は必ず記入する。

排水装置工

（株）亀田組
東友会大阪支部

（株）亀田組
東友会大阪支部

ＰＣ箱桁橋工

情報管路工

電気・通信管路工



比較表－７

記 入 要 領

工 事 名

ＰＣ箱桁橋工 架設支保工(固定) 1 16 - - 2 19 1 10 - - 2 13
ＰＣ箱桁橋工 支承工 1 5 - - 1 7 1 4 - - 1 6
ＰＣ箱桁橋工 ＰＣ箱桁製作工 1 30 - - 2 33 1 22 - - 2 25
ＰＣ箱桁橋工 落橋防止装置工 1 3 - - 1 5 1 3 - - 1 5
橋梁付属物工 排水装置工 1 - 4 - - 5 1 - 3 - - 4
橋梁付属物工 地覆・高欄工 1 19 - - - 20 1 15 - - - 16
橋梁付属物工 検査孔蓋工 1 4 - - - 5 1 3 - - - 4
橋梁付属物工 銘板工 1 1 - - - 2 - 1 - - - 1
橋梁付属物工 電気・通信管路工 - - - - - 0 1 - - 2 - 3
橋梁付属物工 情報管路工 - - - - - 0 1 - 3 - - 4

世話役電工
計

　工 種 別 労 務 者 配 置 計 画 の 比 較 表
1) 職種名は例示したものなので、該当する職種名に変更して記入して下さい。
2) 世話役が、他の工種または他の工事と兼任している場合、正当な人数になるように按分してください。
3) (例)として記入したものは記入例なので、この記入例を消去して使用してください。

平成１８年度　東海環状　美濃関ＪＣＴ高架橋ＰＣ上部工事

工　種 種　別

入札時（当初の予定） 工事完成時（実績）

備　考

配管工 電工
普通

作業員
(特殊含)

普通
作業員
(特殊含)

配置人数

計
オペ世話役 配管工

配置予定人数

オペ



比較表－８

記 入 要 領

工 事 名

受け入れ予定箇所 受け入れ価格 受け入れた箇所 受け入れた価格

コンクリート塊 - - ㈱リサイクル大輝 １８００円/ton - 搬出実績１１０ｔ

アスファルト・コンクリート塊 - - - - -

建設発生木材 - - 誠美社工業（株） ８５００円/ｍ3 - 搬出実績100.3t

建設発生土 - - - - -

建 設 副 産 物 の 搬 出 等 の 比 較 表
1) 当該工事で発生する、すべての建設副産物について記入してください。
2) 記入してある名称以外の建設副産物がある場合は、名称を追加して記入して下さい。
3) 受け入れ価格は、建設副産物の処分のみに要した価格を記入してください(収集、運搬等に要した費用を除く)。
4) ※印の官積算価格欄は、発注者が記入する欄なので請負者は記入しないで下さい。
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備　考
入札時（当初の予定） 工事完成時（実績）

建設副産物の名称 官積算価格
※

（最終）



工事費についての調査票 2009/12/2

Ⅲ 工事費内訳 注）消費税抜きで記入してください 金額単位：千円

元請外注
1 （株）亀田組 2 青協建設 3 （株）大城 4 （株）ライフク 5 朝日エレクト（株） 6 （株）美濃重機 7

コンクリートポン
プ（株）

8
（有）ベストサービ

ス
費　　目 元請+元請外注 元　　請 合計 上部工事 整地工 排水工 情報管路 電気・通信管路 クレーン工事 コンクリート圧送 交通誘導

① 直接工事費 950,732 638,488 312,244 256,677 3,230 6,497 5,840 3,090 31,107 5,803 0

(１) 材料費 493,956 418,119 75,837 59,220 1,500 5,922 4,900 2,370 0 1,925 0

(２) 労務費 212,571 0 212,571 194,738 1,080 575 850 720 12,385 2,223 0

(３) 機械機具等損料 235,030 211,224 23,806 2,719 650 0 60 0 18,722 1,655 0

(４)  貸与機械等現場修理・管理費 30 0 30 0 0 0 30 0 0 0 0

(５) 直接経費 7,635 7,635 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ａ 特許使用料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｂ 光熱電力使用料 7,635 7,635 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(６) 特殊経費 1,510 1,510 0 0 0 0 0 0 0 0 0

② 間接工事費 238,904 110,159 128,745 106,323 2,871 2,003 560 692 9,077 3,774 3,445

(１) 共通仮設費 65,018 42,996 22,022 18,069 820 0 30 0 218 330 2,555

イ 運搬費 25,019 20,407 4,612 3,244 820 0 0 0 218 330 0

Ａ 器機材 23,443 20,199 3,244 3,244 0 0 0 0 0 0 0

1 仮設材① 16,151 15,327 824 824 0 0 0 0 0 0 0

2 仮設材② 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 仮設材③ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 敷鉄板類① 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 敷鉄板類② 740 740 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 敷鉄板類③ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 橋梁等架設支保工 3,135 3,135 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 橋梁用架設タワー等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 橋梁用仮設桁設備 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 積み込み取り卸し費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 トンネル用スライドセントル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 その他 3,417 997 2,420 2,420 0 0 0 0 0 0 0

Ｂ 建設機械20t未満 1,358 208 1,150 0 820 0 0 0 0 330 0

①
自走・貨物自動車等
 による運搬

1,358 208 1,150 0 820 0 0 0 0 330 0

② 日々回送による運搬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③ 現場内小運搬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｃ 建設機械20t以上 218 0 218 0 0 0 0 0 218 0 0

① 貨物自動車等 による運搬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

② 自走 による運搬 218 0 218 0 0 0 0 0 218 0 0

③ 日々回送による運搬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

④ 現場内小運搬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ロ 準備費 830 800 30 0 0 0 30 0 0 0 0

Ａ 準備・測量等 830 800 30 0 0 0 30 0 0 0 0

Ｂ その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ハ 事業損失防止施設費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ニ 安全費 5,438 2,147 3,291 736 0 0 0 0 0 0 2,555

2 通常の安全対策

Ａ 安全管理費 2,964 2,147 817 736 0 0 0 0 0 0 81

①
工事区域内全般の安全管理上の監
視、あるいは連絡等に要した費用（稼
働日の保安要員等の費用を含む）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

② 不稼働日の保安要員等の費用 179 98 81 0 0 0 0 0 0 0 81

③
標示板、標識、保安燈、防護柵、バリケード
等の安全施設類の設置、撤去、補修に要し
た費用及び使用期間中の損料

1,530 1,530 0 0 0 0 0 0 0 0 0

④
夜間作業を行う場合における照明に
要した費用

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤ 酸素欠乏症の予防に要した費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥
河川、海岸工事における救命艇に要
した費用

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦ 粉塵作業の予防に要した費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑧
長大トンネル等における防火安全対
策に要した費用

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑨ 安全用品等の費用 706 384 322 322 0 0 0 0 0 0 0

⑩ 安全委員会等に要した費用 549 135 414 414 0 0 0 0 0 0 0

⑪
国土交通省（港湾・航空）発注工事に
おける再圧装置設置、撤去、維持管
理に要した費用

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｂ 交通誘導員等 2,474 0 2,474 0 0 0 0 0 0 0 2,474

Ｃ 鉄道空港安全管理 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｄ 美装化等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｅ 高圧作業予防 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｆ 航路安全標識・警戒船 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｇ ダム発破・監視費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｈ トンネル工事における呼吸用保護具 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｉ その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ホ 役務費 3,733 3,733 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ａ 土地の借上費 1,471 1,471 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｂ 電力用水等基本料 2,262 2,262 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ヘ 技術管理費 3,170 3,041 129 129 0 0 0 0 0 0 0

Ａ 品質管理費等 1,584 1,584 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｂ 特別な品質管理 550 550 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｃ 現場条件等費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｄ 品質証明(社内検査)に要した費用 767 767 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｅ 各種調査等 234 105 129 129 0 0 0 0 0 0 0

Ｆ 各種台帳等 35 35 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｇ その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ト 営繕費 21,500 7,540 13,960 13,960 0 0 0 0 0 0 0

Ａ 建物費 5,604 5,604 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｂ 借上費 10,219 1,936 8,283 8,283 0 0 0 0 0 0 0

Ｃ 宿泊費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｄ 労働者送迎費 5,188 0 5,188 5,188 0 0 0 0 0 0 0

Ｅ 監督員詰所等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｆ 美装化等1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｇ 美装化等2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｈ その他 489 0 489 489 0 0 0 0 0 0 0

Ｉ 労働者海上輸送費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

チ その他 5,328 5,328 0 0 0 0 0 0 0 0 0

リ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(２) 補償費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(３) 現場管理費 173,886 67,163 106,723 88,254 2,051 2,003 530 692 8,859 3,444 890

イ 労務管理費 3,897 0 3,897 2,969 0 375 7 35 239 83 189

ロ 安全訓練等費用 277 247 30 0 0 0 0 30 0 0 0

Ａ 安全・衛生に要した費用 98 68 30 0 0 0 0 30 0 0 0

Ｂ 研修訓練等に要した費用 179 179 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ハ 租税公課 492 372 120 120 0 0 0 0 0 0 0

ニ 社員等従業員給料手当 46,252 39,059 7,193 4,651 698 550 148 209 0 937 0

ホ 退職金 1,629 1,624 5 0 0 0 0 5 0 0 0

ヘ 保険料 3,464 0 3,464 2,149 0 0 0 5 1,187 123 0

① 火災保険 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

② 工事保険 1,025 0 1,025 0 0 0 0 0 997 28 0

③ 自動車保険 763 0 763 551 0 0 0 5 142 65 0

④ 組立保険 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤ 法定外の労災保険 906 0 906 828 0 0 0 0 48 30 0

⑥ その他損害保険 770 0 770 770 0 0 0 0 0 0 0

ト 法定福利費 27,313 16,859 10,454 6,701 273 49 49 64 2,895 389 34

Ａ 労災保険料 5,020 4,288 732 0 0 0 11 12 649 26 34

Ｂ 雇用保険料 2,701 807 1,894 1,632 22 15 20 6 174 25 0

Ｃ 健康保険料 5,755 2,689 3,066 1,986 88 17 9 16 825 125 0

Ｄ 厚生年金保険料 9,031 4,269 4,762 3,083 163 17 9 30 1,247 213 0

Ｅ 建退共制度掛金 4,806 4,806

Ｆ 船員保険料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

チ 福利厚生費 2,394 1,111 1,283 1,253 0 0 15 10 0 0 5

リ 補償費 155 155 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ヌ 通信交通費 5,823 4,800 1,023 1,019 0 0 4 0 0 0 0

ル 交際費 544 408 136 130 0 0 6 0 0 0 0

ヲ 寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ワ その他 6,788 2,528 4,260 4,253 0 0 0 0 0 0 7

カ 外注一般管理費等 74,858 74,858 65,009 1,080 1,029 301 334 4,538 1,912 655

③ 外注費(下請欄は、外注一般管理費等の自動計算値） 440,989 外注一般の計算値=> 65,009 1,080 1,029 301 334 4,538 1,912 655

④ 一般管理費等 自動計算値 = 149364 149,364 149,364

⑤ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥ 別途調査等工事価格 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦ 工事価格 1,339,000 1,339,000 440,989 363,000 6,101 8,500 6,400 3,782 40,184 9,577 3,445

⑧ 消費税相当額（下請欄は、下請工事価格の自動計算値） 66,950 66,950 工事価格の計算値=> 363,000 6,101 8,500 6,400 3,782 40,184 9,577 3,445

⑨ 工事請負金額 1,405,950 1,405,950

⑩ 営繕費のうち、地代に要した費用 1,936 1,936 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑪ 準備費のうち伐開・除根・除草等に要した費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑫ 仮設費（直工）にてｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟに要した費用 3,556 3,556 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑬ 二次下請負者の数 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

⑭ 二次下請負者の外注一般管理費等の合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑮ 二次下請負者への発注工事価格の合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 ⑯延実人員数と作業日数

(1) 労働者延人員 11,004 0 11,004 10,406 0 0 0 0 239 127 232

(2) (１)のうち通勤労働者延人員 790 0 790 192 0 0 0 0 239 127 232

(3) 技能関係等従事者延人員 3,952 25 3,927 0 0 0 0 0 3,885 42 0

(4) 技術事務関係社員等従業員延人員 2,078 1,691 387 387 0 0 0 0 0 0 0

(5) 作業日数 1,381 669 0 0 0 0 624 33 55

⑰ 1,285 1,040 245 245 0 0 0 0 0 0 0

⑱ 4,158 1,035 3,123 3,123 0 0 0 0 0 0 0

⑲ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

工事名

平成１８年度東海環状美濃関ＪＣＴ
高架橋ＰＣ上部工事

安全留意度
「建設工事公衆災害防止対策要綱」に
ついて選択

技術者間接費(電気工事、光ケーブル工事
の場合）

鋼橋等工場製作費（電気工事・光ケーブル工事の
場合は、機器費）

現場管理費_その他のうち、事務用品費に要した費
用

現場管理費_その他のうち、動力・用水光熱費に要
した費用

安全費_その他のうち、水雷・傷害保険に要した費
用

黄色塗りつぶし部分：入力必要箇所
緑色塗りつぶし部分：黄色セルの入力に伴う自動計算（入
力不可）
その他の部分：シートの書換等を防ぐ為、入力不可にして
いる。
パスワードが要求される場合の対処方法：
入力箇所が間違っているためであり、指定箇所（黄色塗り
つぶし部分）に入力して下さい。
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